
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

(毎月 19 日は食育の日) 

✿給食センターより✿ 

給 セ 第 ２ － １ 号 
習志野市学校給食センター 
令和７年４月号 幼稚園保護者用 

ご入園、ご進級おめでとうございます。 

新しいクラス、新しい先生、新入生の入園。これからどんな１年になるかワクワクがいっ

ぱいですね。笑顔で「おはよう」とあいさつをして、気持ちのよい１年をスタートさせましょう。

今年度も「安心・安全」な給食をお届けします。 

給食センターでは、園児の喫食状況を把握する一環として、栄養士が定期的に各

幼稚園を巡回訪問しています。給食時間には、給食の内容・献立のねらい・地場産物

などを紹介する放送原稿を毎日の放送で活用していただいています。また、各園から

の依頼を受け、健康教育を実施するなど食に関する指導の充実を図るとともに食育の

推進を図っています。『「いただきます！」の笑顔のために』をスローガンに掲げ、健康

で心豊かな食生活の実践に寄与できるよう努めてまいります。 

生涯にわたって健康で質の高い生活を送る基本としての食を営む力を育む、食を通じた

子どもの健全育成の目標として、５つの姿が掲げられています。 

食生活や健康に

主体的に関わる

食事づくりや

準備に関わる

一緒に食べたい

人がいる

食事を味わって

食べる

食事のリズムが

もてる

おなかがすく 
リズムがもてる 

「おなかがすいた」感覚を
もつには、十分に遊び食
事を規則的にとることので
きる生活環境が必要で
す。 

食べたいもの、 

好きなものが増える 

食べ慣れないものや嫌いなもの

も出てきます。さまざまな食べ物

に子ども自身が意欲的に関わる

体験を通して、子どもの食べた

いもの、好きなものは増えていき

ます。 

食べ物や体のことを 
話題にする 

買い物や食事、本を見たり
する場面でも、食べ物や体
のことを話題にする体験を
通して、子ども自身が情報
の発信者になることもでき、
食べ物への関心は深まって
いきます。 
 

栽培、収穫、調理を通し
て、食べ物に触れ始める 
身近な食材に触れること
は、食べ物が自然の恵み
からできた生物であること
を実感することになりま
す。 

家族や仲間と一緒に 
食べる楽しさを味わう 

身近な人との基本的信頼感を確認し
ていくことになります。安心感や信頼
感は子どもが体験を広げていく基盤に
なるものです。 
 

 
参考：厚生労働省 楽しく食べる子どもに～食からはじまる健やかガイド～ 

習志野市学校給食センターホームページをご活用ください 

習志野市学校給食センターホームページでは、毎月の予定献立表と給食だよりの他、

給食に関する様々な情報を掲載しています。 

 『給食ができるまで』…調理の様子を写真つきで解説しています。 

 『給食写真』…毎日の給食の写真をお昼ごろに掲載しています。 

 『給食レシピ』…人気の給食レシピを掲載しています。 

下記 URLから移動できます。 

https://www.city.narashino.lg.jp/soshiki/gakkokyushoku/gyomu/shisetu/gakkokyoikucenter/index.html 楽しく食べる子どもに 

幼児期 
―食べる意欲を
大切に、食の体験
を広げようー 


